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會 岳 山 本 日 4 月 二 年 六 和 昭

二
十
六
年
を
迎

へ
て

日
本
山
岳
會
も
成
年
に
な
つ
て
お
目
出

度
う
、
と
お
就
ひ
の
言
葉
を
英
国
山
岳
會

で
聞
い
た
の
も
、
つ
ひ
此
の
間
の
事
の
様

に
思
つ
て
ゐ
る
が
Ｄ
創
立
二
十
週
年
の
際

の
事
だ
か
ら
、
も
う
六
年
の
音
に
な
る
。

そ
の
日
本
山
岳
會
が
、
昨
年
の
暮
に
は
、

二
十
五
週
年
の
紀
念
祭
を
催
し
た
の
だ
．

二
十
年
目
に
成
年
の
お
就
の
言
葉
を
受
け

た
の
だ
か
ら
、
二
十
五
年
と
云
へ
ば
そ
ろ

ノ
ヽ
仕
事
を
始
め
る
時
期
に
例
へ
て
も
い

ゝ
だ
ら
う
。
事
賓
走
會
も
亦
、
日
本
山
岳
會

に
そ
れ
を
切
貴
に
要
求
Ｌ
て
ゐ
る
の
だ
ｏ

山
岳
の
紀
念
琥
に
掲
載
せ
ら
れ
た
二
十

五
年
の
回
顧
録
を
讀
ん
で
も
日
本
山
岳
會

の
過
去
の
歩
み
を
考
へ
る
時
ゝ
却
つ
て
そ

の
順
調
な
る
残
達
の
跡
に
驚

い
た
位
で
あ

る
。
若
Ｌ
近
い
過
去
に
稽
ゝ
我
々
の
期
待

す
る
所
と
距
つ
た
所
が
あ

つ
た
と
す
れ

ば
ｂ
そ
れ
も
亦
日
本
の
登
山
界
に
識
す
べ

き
営
つ
て
の
目
的
を
山
岳
會
が
果
し
絡
ヘ

て
。
何
か
新
し
き
者
を
模
索
し
て
ゐ
た
と

も
考
へ
ら
れ
や
う
。
今

一
度
人
生
に
比
較

し
て
見
れ
ば
、
成
年
期
に
於
て
人
の
感
す

る
所
の
心
の
動
格
と
も
喩
へ
得
や
う
か
。

山
岳
の
十
週
年
紀
念
琥
、
そ
し
て
更
に

二
十
五
週
年
紀
念
琥
、
此
の
ニ
ル
を
前
に

し
て
、交
々
封
照
し
て
見
る
時
、
興
味
あ
る

鐘
遷
を
共
虎
に
見
出
す
で
あ
ら
う
。
山
へ

登
る
事
そ
れ
自
儀
が
ｂ
走
會

一
般
か
ら
無

術
な
る
事
と
し
て
ｂ
或
は
不
可
思
議
な
る

事
と
思
ひ
な
さ
れ
て
ゐ
た
時
代
に
ｂ
極
く

あ
数
の
先
駆
者
に
使
つ
て
果
敢
に
も
作
り

上
ら
れ
た
日
本
嘲
岳
會
に
は
登
山
と
い
ふ

こ
と
の
存
在
を
祀
會
に
認
め
さ
せ
る
事
が

何
よ
り
の
使
命
で
あ
つ
た
。
十
週
年
を
迎

へ
た
時
、
漸
く
登
山
の
氣
運
が

一
般
に
動

き
か
け
て
来
て
ゐ
る
の
を
知
る
で
あ
ら

う
。
更
に
二
十
五
週
年
を
迎
へ
て
、
営
時

の
人
々
は
今
夏
の
様
に
、
登
山
が
如
何
に

盛
に
な
つ
た
か
に
就
て
驚
き
の
目
を
見
張

つ
て
ゐ
る
。

日
本
山
岳
會
が
営
つ
て
目
的
と
し
て
ゐ

た
所
に
、
斯
の
如
く
豫
期
以
上
の
結
果
を

此
の
二
十
五
年
の
間
に
持
ち
来
す
事
と
な

つ
た
。
日
本
山
岳
會
の
少
数
の
人
逹
が
先

頭
に
立
つ
て
走
會
を
引
張
つ
て
り
く
と
い

ふ
ｂ
そ
の
時
代
は
も
う
過
ぎ
去
つ
た
と
見

る
べ
き
で
あ
ら
う
ｏ

で
は
日
本
山
岳
會
は
二
十
六
年
を
迎
へ

て
、
今
后
如
何
に
り
く
べ
き
か
。
今
日
の

登
山
界
の
隆
盛
を
作
り
上
げ
た
以
上
。
そ

の
目
的
既
に
絡
れ
り
と
し
て
、
退
く
と
す

る
な
ら
ば
そ
れ
は
最
早
此
虎
に
問
題
と
す

べ
き
で
は
あ
る
よ
い
ｏ
若
し
日
本
山
岳
會

存
在
の
意
義
を
持
来
に
見
出
さ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
我
々
は

一
歩
を
進
め
て
、
此
の

キ
々
盛
な
ら
ん
と
す
る
日
本
の
登
山
界
を

し
て
、
更
に
深
く
根
を
張
ら
せ
る
事
に
努

力
す
べ
き
で
は
あ
る
よ
い
か
。
漸
く
走
會

一
般
の
流
行
と
、
そ
の
歩
調
を

一
に
せ
ん

と
し
つ
ゝ
あ
る
登
山
界
を
強
く
引
き
締
め

る
役
目
を
買
つ
て
出
る
も
の
こ
そ
、
日
本

山
岳
會
で
に
あ
る
ま
い
か
。

登
山
の
旗
印
を
先
頭
に
立
て
ヽ
進
む
時

代
で
は
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
日
本
山
岳

會
寿
来
の
鴛
め
に
ｂ
如
何
な
る
旗
印
を
探

る
べ
き
か
を
云
々
す
る
事
に
、
員
に
時
勢

を
解
し
た
も
の
と
は
云
ひ
得
ま
い
。
こ
の

年

一
年
と
増
大
し
り
く
、
登
山
界
の
力
張

い
支
持
を
得
る
事
こ
そ
、
今
后
の
日
本
山

岳
會
の
生
く
べ
き
道
で
あ
ら
う
ｏ

手
を
引
か
す
と
も
日
本
の
登
山
界
は
、

昭

和

六

年

度

會

費

排

込

本
年
度
分
會
費
六
園
を
二
月
末
日
迄
に
お
排
ひ
込
み
下
さ
い
。
同

封
振
替
用
紙
を
利
用
下
さ
れ
ば
結
構
で
す
。

ぐ
ん
ぐ
ん
と
伸
び
て
ゆ
く
力
を
既
に
そ
の

内
に
ｂ
貯
へ
て
ゐ
る
ｃ
伸
び
る
力
を
持
つ

も
の
は
ｂ
出
来
る
丈
け
あ
ら
り
る
方
面
に

廣
く
強
く
伸
び
さ
Ｌ
て
り
く
程
、
美
し
い

貴
を
結
ぷ
事
に
な
ら
う
ｏ
此
の
力
の
貯

蓄
を
涸
渇
せ
し
む
る
事
な
く
、
然
も
常
に

そ
の
正
し
き
曇
展
の
角
に
使
用
し
得
る
様

に
，
そ
の
内
包
す
る
力
を
援
大
し
て
ゆ
く
ヽ

所
に
、
今
后
の
日
本
山
岳
會
の
使
命
が
あ

る
も
の
と
私
は
思
つ
て
ゐ
る
。

此
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、
各
自
が

惜
し
む
事
な
く
、
共
同
の
目
的
の
鴛
め
に

力
を
借
し
合
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

ふ
。
各
自
が
進
ん
で
智
識
を
集
め
得
て
こ

そ
、
初
め
て
明
日
の
日
本
山
岳
會
の
進
歩

が
期
待
Ｌ
得
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
。
お
山

の
大
持
は
潔
く
捨
て
る
べ
き
だ
と
思
ふ
。

第
二
十
六
年
を
迎
へ
た
山
岳
會
は
我
々
の

山
岳
會
と
し
て
出
曇
す
べ
き
だ
と
思
ふ
。

今
後
な
さ
る
べ
き
あ
ら
り
る
事
業
が
此
の

意
味
に
於
て
具
催
化
さ
れ
る
事
を
望
ん
で

止
ま
な
い
。

所
感
を
述
べ
て
二
十
六
年
の
言
葉
と
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
浦
松
佐
美
太
郎

二
月
固
書
室
曽
番
幹
事

二
　
日
　
渡
邊
　
　
四
　
口
　
藤
島

六
　
日
　
藤
田
　
　
九
　
日
　
岩
永

十
三
日
　
冠

　

　

十
六
日
　
本
暮

十
八
日
　
棋
　
　
　
二
十
日
　
松
方

十
三
日
　
松
本
　
　
十
五
日
　
鳥
山

廿
七
日
　
角
田

固
書
室
は
以
上
記
載
の
日
の
午
後
五
時

牛
頃
よ
り
開
い
て
居
り
ま
で
。

含

報

に

就

て

一
つ
の
新
ら
し
い
試
み
と
し
て
、
含
報

を
曇
行
し
て
か
ら
っも
う
第
四
琥
と
な
る
。

係
の
者
が
忙
し
い
仕
事
の
、
暇
々
に
や
つ

て
ゐ
る
事
と
て
ｂ
思
ふ
程
の
曇
達
も
な
し

得
な
か
つ
た
。
叉
Ｄ
心
に
済
ま
な
い
と
思

ひ
な
が
ら
も
、
壼
行
の
期
日
が
不
定
に
な

り
勝
ち
で
あ
る
。
之
れ
で
も
全
力
は
蓋
し

て
ゐ
る
こ
と
と
、
同
情
し
て
戴
き
度
い
。

唯
も
う
少
し
暇
が
出
来
る
や
う
に
な
つ
た

ら
思
ひ
切
つ
て
内
容
を
充
賛
さ
し
度
い
と

願
つ
て
あ
る
。

一
番
痛
切
に
感
じ
る
事
は
、
會
員
の
投

稿
が
非
常
に
少
い
こ
と
だ
。
若
し
之
が
意

義
の
あ
る
仕
事
と
認
ら
れ
た
な
ら
．
是
非

會
報
を
よ
り
よ
く
す
る
様
御
助
力
を
お
願

ひ
し
度
い
。

ヽ
コ

ノ
ロ

ノ





4-3
次
の
獲
展
の
た
め
に
會
は
再
び
會
員
諸
氏

の
篤
志
に
訴
へ
た
い
と
思
ひ
ま
す
ｃ

固
書
室
維
持
會
員
制
度
が
廣
く
會
員
諸

氏
の
支
持
を
得
た
や
う
に
、
新
し
い
固
書

基
金
が
更
に
多
く
の
方
々
の
熱
心
と
協
力

と
に
よ
つ
て
積
み
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ

つ
て
立
派
な
日
本
山
岳
會
の
名
に
相
應
し

い
内
容
の
整
つ
た
固
書
室
を
育
て
上
げ
て

行
く
事
が
出
来
る
や
う
に
所
る
次
第
で
あ

り
ま
す
ｏ
　
　
　
　
（固
書
措
任
幹
事
）

迫
つ
て
昨
年
度
に
固
書
室
維
持
會
員
で

あ
ら
れ
た
會
員
へ
は
別
に
書
面
を
差
上
げ

る
こ
と
ヽ
し
て
居
り
ま
す
。
衛
本
年
度
よ

り
新
た
に
御
申
込
下
さ
る
會
員
は
何
卒
會

報
三
頁
左
下
申
込
書
に
御
記
入
の
上
御
返

途
下
さ
い
。
基
金
の
申
込
は

一
口
を
金
五

回
と
致
し
ま
す
。

新

　

着

　

書

創
澤
に
逝
け
る
人
々

東
京
帝
大
山
の
會
編

西
蔵
旅
行
記
上
下
　
　
　
　
河
口
　
慧
海

西
蔵
遊
記
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
文
教

日
本
地
理
大
系
　
　
奥
笏
篇
　
吹
造
走

同
　
　
　
　
　
　
　
中
部
篇
　
同

同
　
　
　
　
　
　
　
朝
鮮
篇
　
同

同
　
　
　
　
　
　
　
満
洲
篇
　
同

同
　
　
　
　
　
　
　
九
州
篇
　
同

山
あ
る
記
（
一
九
二
〇
）
　

蔵
前
山
岳
部
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陸
奥
伯
よ
り
の
寄
贈
書

會
員
木
村
鍍
吉
氏
を
通
じ
て
陸
奥
廣
告

伯
よ
り
左
の
同
書
の
寄
賠
あ
り
た
り
。

↓
Ｆ
Φ
Ｚ
”
Ｌ
ｏ
●
”
】
Ｏ
ｏ
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Ｎ
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口
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Ｈ
Ｏ
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Ｏ
Ｎ
Ｎ

合
計
八
十
八
舟

陸
地
測
量
部
新
刊
地
固
目
録

五
萬
分

一
地
形
固
新
版

台
北
８
（
宜
関
）
　

台
東
１４
（
里
堪
）

蘇
澳
１
（
蘇
澳
）

五
萬
分

一
修
正
版

山
口
８
（
防
府
奮
名
三
田
尻
）
　

大
分
９

（
別
府
奮
名
湯
干
）

二
萬
五
千
分

一
地
形
固
新
版

東
京
近
傍
１
（
流
山
）

５
（
越
ケ
谷
）

松
山
近
傍
５
（菊
間
）

ス
キ
ー
用
赤
倉
近

傍
同
（
二
色
刷
）

同
　
修
正
版

横
濱
近
傍
８
（
横
濱
西
部
）

同
　
餓
道
補
入
版

八
王
子
近
傍
２
（
所
澤
）

４
（
豊
田
）

５
（
原
町
田
）

京
都
近
傍
１２
（
淀
）

神
戸

明
石
海
虜
近
傍
３
（
神
戸
首
部
）

一
萬
分

一
地
形
固
新
版
（
二
色
刷
）

東
京
近
傍
Ｈ
（
早
稲
田
）

１２
（
四
谷
）

１３
（
三
田
）

同
　
修
正
版

横
濱
近
傍
Ｈ
（
神
奈
川
）

１２
（
横
濱
）

五
萬
分

一
朝
鮮
地
形
固
修
ＴＥ
版

平
壌
６
（
平
壌
西
部
）

三
角
及
水
準
測
量
成
果
表
新
版

高
田
１
（
小
千
谷
）

２
（
十
日
町
）

３
（
湯
澤
）

９
（柿
崎
）

ｌｏ
（
高
田
東
部
）

新
潟
１６
（
守
門
山
）

飯
田
１
（
伊
那
）

２
（
赤
穂
）

３
（飯
田
）

４
（
時
叉
）

５
（
木
曾
薦
島
）

７
（妻
籠
）
　
８
（
中
津

川
）
１０
（
加
子
母
）
１３
（萩
原
）
１４
（
下
呂
）

岐
阜
１
（白
鳥
）

５
（
面
谷
）

甲
府
１０
（
韮
崎
）

１５
（
大
河
原
）

１６

（赤

石
嶽
）

高
山
１
（大
町
）

２
（
池
田
）

８

（
乗
鞍

嶽
〕
１０
（
鹿
間
）

１１
（
船
津
）

１２
（
高
山
）

１４
（白
木
峯
）

１６
（三
日
町
し

金
澤
４
（白
山
）

１０
（小
松
）

１３
（
三
國
）

富
山
２
（糸
魚
川
）

３
（小
瀧
）

４

（白

馬
嶽
）
７
（泊
）

１１
（
三
日
市
）

七
尾
２
（
七
尾
）

相
川
ｎ
（
鷲
崎
）

村
上
７
（朧
野
町
）

８
（
小
國
）

長
野
１６
（
諏
訪
）

（
昭
和
五
年
十
二
月
二
十
八
日
）

撃
山
岳
部
に
て
専
用
す
る
こ
と
ヽ
な
つ
て

ゐ
る
ｏ

北
澤
ス
キ
‥
小
屋
　
南
ア
ル
プ
ス
仙
丈

岳
麓
、
縣
替
北
澤
小
屋
の
下
流
約
五
十
間

の
所
に
新
設
、
三
階
建
二
十
四
坪
に
し
て

敗
容
人
員
は
六
十
名
で
あ
る
。
宿
泊
料
は

二
食
付

一
回
。
使
用
の
際
は
小
屋

こ
と
ヽ
な
つ
て
ゐ
る
。
長

美
和
村
戸
台
へ
問
合
せ
ら

が
同
行
す
る

れ
度
Ｌ
。

志
賀
高
原
丸
池
ヒ
ユ
ツ
テ
　
長
野
縣
下

郡
不
穏
村
丸
池
々
畔

（
一
四
三
〇
米

の
地
紺
に
新
設
、
収
容
人
員
は
四
十

一名
で
あ
つ
て
、
十
二
月
よ
り
四
月
の
上

の
間
は
小
屋
番
が
滞
在
す
る
こ
と
ヽ
な

つ
て
ゐ
る
。
宿
泊
料
は

一
泊
二
食
付
に
て

一
同
十
錢
、
宿
泊
の
み
は

一
人
五
十
錢
、

に
て
使
用
の
場
合
は
豫
め
所
有
者
た

長
野
電
鐵
株
式
會
走
に
申
込
ま
れ
ゝ
ば

す
る
由
。

ノ《ミ(3｀い̀ヽ
へ
ヽ

現場徘髪打山

小

屋

新

設

芳
ケ
平
小
屋
　
群
馬
縣
吾
妻
郡
白
根
山

麓
芳
ケ
平

（
五
萬
分

一
地
形
固

一
人
三

一

米
獨
立
標
高
紺
附
近
）
に
昨
年
十
月
ス
キ

ー
小
屋
が
新
設
恒
ら
れ
た
。
芳
ケ
平
小
屋

と
名
付
げ
平
屋
瓦
葺
で
十
二
人
迄
の
収
容

能
力
が
あ
る
。

冬
期
中
小
屋
番
に
ゐ
な
い
が
、
中
央
大

學
山
岳
部
の
承
認
と
管
理
者
で
あ
る
草
津

町

一
井
旅
館
の
市
川
善
三
郎
氏
の
了
解
を

得
れ
ば
使
用
出
来
る
事
と
な
つ
て
ゐ
る
。

使
川
料
は
蒲
国
．
来
、
味
嗜
、
燃
料
代
を

含
む
で

一
人

一
泊

一
回
と
な
つ
て
ゐ
る
。

但
し
十
二
月
中
旬
よ
り

一
月
上
旬
ま
で

と
。
二
月
中
旬
よ
り
下
旬
ま
で
は
中
央
大

カ
ン
チ
エ
ン
ジ
ユ
ン
ガ
　
一
昨
年
勇
敢

な
る
登
攀
を
試
み
た
バ
ヴ
ア
リ
ア
除
の
歴

、
最
近
出
版
越
ら
れ
た
彼
等
の
報
告

書
に
鮮
に
描
き
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
登
山
史

ま
つ
て
以
来
の
壮
拳
と
も
稗
ふ
べ
き
彼

行
動
に
、
息
も
つ
が
せ
な
い
程
の
興

以
て
讀
了
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
印
象
が
未
だ
に
新
し
い
今
、
バ
ウ

ア
ー
を
隊
長
と
し
て
再
び
カ
ン
チ
エ
ン
ジ

ユ
ン
ガ
登
攀
除
が
組
織
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る

の
報
が
届
い
た
。
そ
の
報
道
に
依
れ
ば

六
月
初
旬
獨
逸
を
獲
Ｌ
ｂ
モ
ン
ス
ー
ン
の

期
に
近
き
八
月
九
月
の
間
に
登
攀
を

る
豫
定
と
あ
る
。
モ
ン
ス
ー
ン
季
節

″
"ヶ

いく竃興ミ~・イ‐  =F雲
==    

｀`

“メ
・ノ
生
一一・

雛
４
「〓

中
の
登
攀
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
於
け
る
登
山

の
上
に

一
の
問
題
を
掲
出
す
る
こ
と
ヽ
な

ら
う
ｏ
ダ
ー
デ
リ
ン
グ
地
方
在
住
者
の
言

に
依
れ
ば
。
モ
ン
ス
ー
ン
中
に
よ
く
二
週

間
位
の
間
、
カ
ン
チ
エ
ン
ジ
ユ
ン
ガ
の
上

部
が
、
大
空
に
玲
龍
と
し
て
輝
き
出
る
こ

と
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
ｏ
若
し
此
の

事
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峯
が
モ
ン
ス
ー
ン
季

節
に
却
つ
て
登
攀
の
好
機
會
を
典
へ
る
こ

と
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
今
夏
の
爽
る
べ

き
バ
ブ
ア
リ
ヤ
除
の
試
み
に
依
つ
て
、
そ

の
結
果
が
世
界
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら

う
。
そ
の
意
味
よ
り
し
て
も
、
甚
だ
興
味

あ
る
問
題
で
あ
る
。

嘗
つ
て
の
彼
等
の
燃
え
る
様
な
熱
意
を

知
ら
し
め
ら
れ
た
我
々
は
、
此
の
夏
の
絡

り
に
齋
ら
さ
る
べ
き
、
報
道
が
待
ち
遠
Ｌ

い
様
な
気
が
す
る
。
併
し
そ
れ
と
共
に
深

い
淋
し
さ
を
も
感
じ
な
い
課
に
は
り
か
な

い
。
そ
れ
は
、
何
時
に
な
つ
すこ
ら
ｂ
日
本

か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
登
攀
除
が
途
れ
る
の
か

と
い
ふ
事
で
あ
る
。

住
所氏

名

日
本
山
岳
會
固
書
係
行

東
京
市
芝
匡

琴
不
町
不
二
屋
ビ
ル

国
書
基
金
申
込
書

昭
和
六
年
度
固
書
基
金
　
　
口
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里

山

よ

り

昨
年
十
二
月

一
日
東
京
を
曇
し
て
よ
り

已
に
六
週
日
．
台
潜
西
海
岸
の
干
地
は
、

南
端
の
ガ
ラ
ン
ピ
迄
重
要
な
地
鮎
は
、
大

抵
こ
れ
を
探
り
候
上
、
高
雄
州
に
足
を
駐

め
ｂ
海
抜
五
六
千
尺
の
山
地
に
入
り
，
蕃

地
に
も
再
三
足
を
入
れ
候
へ
共
首
に
依
然

と
し
て
無
事
ｂ
尤
も
こ
れ
が
干
常
営
然
の

次
第
に
て
、
霧
泄
事
件
の
如
き
は
．
特
に

ー

誘
導
ぜ
し
原
因
な
け
れ
ば
ｂ
勃
曇
致
さ
ゞ

る
も
の
ゝ
由
、
蕃
人
と
雖
も
そ
う
無
智
な

も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
人
情
を
解
せ
ざ
る

者
で
も
な
い
様
に
候
、
殊
に
吾
々
の
見
地

か
ら
は
ｂ
審
走
を
訪
ひ
蕃
人
に
接
せ
ざ
れ

ば
ｂ
員
の
台
湾
を
見
た
り
と
云
ひ
難
き
襟

感
じ
申
し
候
。

本
月
五
日
高
雄
州
を
出
残
菫
南
に
参
り

て
、
巌
冬
な
る
可
き
時
期
に
、
九
十
度
と

い
ふ
時
候
外
れ
の
暑
氣
に
惜
ま
さ
れ
、
笠

日
嘉
義
に

一
泊
、
昨
七
日
有
名
な
鐵
道
に

て
阿
里
山
に
登
り
、
就
山
の
項
上
に
立
ち

て
新
高
を
初
め
と
し
て
、
中
央
山
脈
の
尤

物
に
見
参
に
入
り
候
ゝ
尤
も
新
高
そ
の
他

に
っ
已
に
再
三
遠
望
候
も
、
日
前
に
聾
立

す
る
雄
姿
は
今
回
が
最
初
に
候
。

登
踏
の
意
に
勿
論
初
め
よ
り
有
之
、
大

手
先
生
の
紀
行
も
再
三
精
讀
し
て
。
こ
の

邊
の
地
理
も

一
と
通
り
は
頭
に
入
れ
、
最

后
の
問
題
は
許
可
の
有
無
に
有
之
、
已
に

薔
臓
中
よ
り
新
高
登
山
ス
は
八
通
開
越
の

許
可
に
つ
き
営
局
に
交
渉
致
し
候
も
、
と

う
と
う
拒
絶
の
厄
に
適
ひ
、
空
し
く
憾
を

呑
む
の
外
な
く
潰
憾
千
萬
に
候
。
若
し
雨

三
年
前
の
如
く
生
駒
氏
の
在
る
あ
ら
ば
と

嘆
じ
候
も
、
今
は
如
何
と
も
致
し
難
く
、

同
氏
去
り
沼
井
氏
も
亦
外
遊
中
の
事
と
て

台
湾
山
岳
會
は
そ
の
存
否
さ
へ
疑
は
し
き

右
様
に
て
、
強
ひ
て
斡
旋
を
お
願
ひ
す
る

の
も
お
気
の
毒
な
状
態
に
う
き
、
も
う
も

う
台
湾
の
高
山
に
は
縁
な
き
も
の
と
あ
き

ら
め
。
再
度
渡
壼
の
機
あ
る
と
も
金
輪
際

登
う
冷
事
と
決
定
、
寧
ろ
干
地
の
温
泉
に

で
も
浸
り
て
五
健
を
伸
し
た
上
、
サ
ツ
サ

と
内
地
に
引
き
上
げ
、
久
し
振
り
で
雪
白

の
山
野
に
規
し
み
度
く
、
月
末
迄
に
は
請

君
と
相
見
ゆ
る
の
機
あ
る
可
こ
と
存
じ
候
・

明
日
よ
り
敷
日
東
大
演
管
林
見
物
、
そ

れ
か
ら
再
び
暑

い
下
界
の
人
と
な
る
筈
に

候
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武

′田
久
吉

各

の

大

井

川

　

　

　

　

一

出
来
れ
ば
悪
澤
か
赤
石
の
登
攀
を
も
試
み
一

た
い
と
思
つ
て
出
か
け
ま
Ｌ
た
。
眺
山
の

旅
と
も
つ
か
す
ゝ
冬
山
登
攀
と
も
つ
か
な

い
こ
の

一
週
間
の
旅
は
、
評
岡
よ
り
始
ま

つ
て
、
そ
の
日
は
じ
（
十
二
月
十
三
日
）
大

日
峠
の
水
呑
茶
屋
に
泊
り
、
笠
日
峠
上
か

ら
赤
石
連
峰
を
眺
め
て
大
井
川
に
降
り
田

代
で
泊
り
、
十
五
日
に
は
大
井
川
の
奥
椎

島
ま
で
湖
り
ま
Ｌ
た
。
田
代
か
ら
椎
島
迄

約
八
里
牛
、
日
の
短
ｒ
冬
の
一
日
の
行
程

と
し
て
は
可
な
り

一
杯
で
す
。
大
井
川
の

こ
と
に
つ
い
て
は
私
は
云
ふ
こ
と
を
控
え

ま
す
。
も
う
上
流
の
東
俣
西
俣
の
出
合
ま

で
、
美
林
を
伐
探
し
つ
く
さ
れ
た
こ
の
谷

筋
は
、
然
も
水
力
電
気
に
谷
水
の
大
き
な

部
分
を
搾
取
さ
れ
た
跡
の
こ
の
漢
谷
は
、

老
慶
し
た
偉
人
の
や
う
な
惨
さ
が
あ
り
ま

す
。
過
去
の
大
井
川
を
喜
ん
だ
私
に
は
あ

る
庭
は
貧
際
目
を
つ
ぶ
つ
て
歩
き
た
か
つ

た
の
で
す
。
私
は
今
日
で
は
こ
の
谷
を
奥

山
に
登
る
鴛
の
道
筋
と
し
て
の
み
珍
重
す

る
だ
け
で
す
。

堪
島
で
は

一
日
山
上
か
ら
烈
風
が
な
だ

れ
込
む
、
す
さ
ま
じ
い
吹
雲
に
逢
ひ
ま
し

た
ｏ
植
島
に
は
雲
は
五
寸
程
、
そ
し
て
そ

の
上
流
三
里
の
二
軒
小
屋
に
は

一
尺
餘
の

積
雲
を
見
ま
し
た
。
そ
の
笠
日
十
二
月
十

七
日
に
は
「
も
う
餘
日
が
な
い
の
と
、
深

い
雪
、
今
年
こ
そ
例
年
に
な
い
深
い
雲
だ

つ
た
の
で
す
。
そ
の
角
に
赤
石
の
小
屋
も

千
枚
の
小
屋
も
泊
る
こ
と
が
む
づ
か
し
い

の
で
、
日
蹄
り
の
豫
定
で
赤
石
の
東
尾
根

を
惑早
つ
て
見
ま
し
た
。
登
る
に
従
つ
て
雪

は
深
く
な
る
。
自
檜
帯
の
上
部
で
１１
四
尺

位
に
な
り
歩
速
ば
鈍
る
ハ
身
齢
に
冷
え
る
、

正
午
ま
で
登
つ
て
赤
石
、
兎
、
聖
、
上
河

内
の
烈
風
に
吹
き
上
げ
ら
る
ヽ
雪
煙
の
中

に
む
せ
ぶ
壮
麗
砥
姿
を
見
て
下
り
に
つ
き

ま
し
た
ｏ

十
八
日
に
は
権
島
か
ら
二
軒
小
屋

（東

電
の
田
代
川
取
入
日
の
小
屋
）
に
出
で
、

デ
ン
ツ
ク
峠
の
道
を
上
り
ま
し
た
。
ま
だ

伐
探
に
か
ゝ
ら
な
い
こ
の
附
近
の
森
林
は

随
分
美
し
く
Ｄ
栂
、
五
葉
Ｄ
檜
な
ど
の
喬

木
林
の
間
か
ら
、
雪
山
は
遠
く
近
く
ち
ら

つ
い
て
見
え
た
の
が
、
峠
近
く
―こ
な
る
と

硯
界
を
横
に
、
そ
れ
に
す
ば
ら
し
い
悪
澤

の
雄
姿
が
去
り
出
ま
Ｌ
た
。
そ
の
左
奥
に

雁
行
し
て
ｂ
赤
石
主
峯
、
聖
岳
、
上
河
内

岳
が
、
午
後
の
日
に
ヽ
ら
め
ぐ
雪
稜
の
懐

に
深
い
影
を
落
し
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
や

う
な
美
装
を
連
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
す
。
私

は
赤
石
山
脈
の
山
々
が
大
井
川
谷

‐
１１
自
つ

て
最
も
雄
大
な
懐
を
展
げ
て
ゐ
る
の
を
見

て
限
り
な
く
喜
び
ま
し
た
。
ア
ン
ツ
ク
峠

の
眺
望
こ
そ
今
年
の
山
旅
で
私
を
喜
ば
し

た
中
の
尤
な
る
も
の
で
し
た
。

峠
を
甲
州
側
た
下
り
３
冴
え
た
冬
空
の

下
に
、
夕
日
を
受
け
て
輝
い
て
ゐ
る
富
士

の
麗
姿
を
眺
め
な
が
ら
ｂ
内
河
内
の
道
を

下
り
新
倉
に
下
つ
て
こ
の
旅
行
を
了
り
ま

し
た
。

大
井
川
に
は
沼
干
、
枢
島
、
二
軒
小
屋

だ
け
に
は

一
年
中
人
が
留
守
を
し
て
ゐ
ま

す
。
物
資
も
豊
に
あ
る
や
う
で
す
。
田
代

―
沼
十
四
二
十
六
町
。
沼
干
―
堪
島
四
里

四
丁
。
椎
島
―
二
軒
小
屋
三
里
の
距
離
で

す
ｏ
そ
れ
か
ら
こ
の
谷
筋
は
二
月
末
か
ら

四
月
初
頃
が

一
番
危
険
だ
と
云
ふ
こ
と
で

す
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
冠
　
松
次
郎

一
昨
年
の
夏
荒
川
岳
（共
西
部
河
内
岳
）
一

の
南
に
小
屋
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
一

聖
寺
干
の
小
屋
を
移
韓
す
る
意
味
で
ｂ
赤
一

岳
會
（
信
州
伊
那
郡
大
鹿
柑
）
の
方
々
の
御
一

蓋
力
で
出
来
た
の
で
す
。
以
前
よ
り
安
全
一

な
良

い
位
置
を
占
め
て
ゐ
る
こ
の
小
屋
に
一

そ
の
維
持
費
と
し
て
泊
る
人
か
ら

一
人
宛

金
十
五
錢
の
泊
り
料
を
求
め
て
ゐ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
そ
れ
に
つ
い
種
々
苦
情
を
云
ふ

登
山
者
が
あ
る
と
云
ふ
の
で
、
赤
岳
會
の

松
下
胤
貧
氏
か
ら
そ
の
議
を
私
の
と
こ
ろ

へ
通
信
が
あ
り
ま
し
■
の
で
、
少
し
ば
か

り
會
報
を
利
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
泊
料

金
十
五
錢
と
云
ふ
の
は
小
屋
の
維
持
費
３

（
修
繕
費
）
薪
代

（
こ
れ
は
東
海
紙
料
會
祗

の
本
を
排
ひ
下
げ
て
貰
つ
て
用
ひ
て
あ
る

焚
物
の
代
）
、
そ
れ
か
ら
小
屋
番
の
ギ
営
等

に
充
て
る
の
だ
さ
う
で
す
ｃ
そ
れ
で
す
か

ら
私
の
考
へ
で
は
不
営
ど
こ
ろ
で
な
く
こ

ん
な
安
い
泊
り
料
で
、
こ
ん
な
不
便
ｔ
所

へ
更
い
小
屋
か
出
来
た
こ
と
を
有
難
く
思

つ
て
ゐ
ま
す
。
か
う
云
ふ
小
屋
が
南
の
方

へ
も
つ
と
澤
山
出
来
る
こ
と
を
さ
へ
常
に

希
望
し
て
や
ま
な
い
者
で
す
。
苦
情
を
云

ふ
登
山
者
が
あ
る
ど
云
ふ
の
は
何
か
の
誤

解
が
あ
る
角
だ
と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
で
な

け
れ
ば
甚
だ
し
い
心
得
違
ひ
の
人
達
だ
と

云
ふ
よ
り
他
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
こ
の

小
屋
に
つ
い
て
赤
岳
會
の
人
逹
Ｌ
感
謝
ず

る
も
の
で
、
決
し
て
御
構
ひ
な
ぐ
今
迄
の

方
針
で
御
進
み
に
な
ら
ん
こ
と́
を
深
く
希

望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
ｏ
　
　
（
冠
）

】
月

の
宙

場

山

雪
の
上
越
境
の
山
々
を
歩
く
度
毎
に
、

一
度
は
あ
の
廣
い
苗
場
の
雲
原
に
立
ち
た

い
と
憧
憬
れ
て
お
り
ま
し
た
。
昨
秋
市
場
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山
頂
に
小
屋
が
新
設
さ
れ
た
事
を
知
り
。

一
月
の
三
國
街
道
を
訪
れ
ま
し
た
。
三

村
の
二
居
で
天
候
を
覗
ひ
．
四
日

に
清
津
川
の
赤
湯

へ
入
り
、
五
日
霧
と

を
冒
し
て
赤
倉
山
よ
り
苗
場
に
登
り
山

の
小
屋
に

一
泊
、
快
晴
を
待
つ
て
神
業
の

峯
よ
り
三
俣
村
へ
あ
の
大
斜
面
の

計
割
し
て
お
り
ま
し
た
。
虎
が
小

燃
料
が
全
然
な
か
つ
た
の
で
滞
在
も
出

す
“
六
日
吹
雪
の
中
を
再
び
赤
湯
へ

ま
し
すこ
。
今
年
の
や
う
に
雲
の
少

い
、

し
て

一
日
の
山
で
雨
に
遭
ふ
と
い
ふ
年

珍
ら
し
い
で
ぜ
う
。
赤
倉
山
迄
は
ス
キ

の
長
い
の
を
憾
む
の
み
で

赤
倉
山
約
五
時
間
、
赤
倉
山

時
間
）

小
屋
は
三
國
村
二
居
の
雲
尾
東
岳
氏
が

建
ら
れ
た
も
の
で
、
冬
期
登
山
者
の

を
計
り
痕
具
食
料
も
置
い
て
あ
り
ま
す
が

未
完
成
の
角
に
二
尺
程
雪
が
吹
込
ん

ま
し
た
。
完
成
の
暁
に
は
面
白
い

と
な
る
事
を
疑
ひ
ま
せ
ん
。
小
屋
の

は
苗
場
山
項
三
角
粘
の
直
ぐ
側
で
、
二

に
十
間
位
の
も
の
で
す
。
角
田
　
士口夫

護

哺

温

泉

か

ら

暮
か
ら
正
月
へ
か
け
て
混
み
合
は
な

所
を
と
思
つ
て
こ
ゝ
へ
来
た
。

づ
申
分
な
い
が
何
分
に
も

一
面

山
へ
登
る
気
は
起
ら
な
い
。
往
来
で
滑
つ

て
、
あ
と
は
湯
治
と
い
ふ
こ
と
に
し
た
。

信
越

一
帯
に
雪
が
少
い
と
み
え
て
、
雪
の

多
い
所
を
探
し
求
め
て
竹
雀
ひ
歩
く
ス
キ

ー
ヤ
ー
の
群
の
往
来
が
頻
り
だ
。
三
日
の

月
夜
に
は
北
ア
ル
プ
ス
の
連
山
が
素
晴
ら

し
く
光
つ
て
ゐ
た
。

（
一
月
五
日
信
州
曇

哺
温
泉
に
て
）
　
　
　
　
藤
島
敏
男

ノ

ロ

ル

ウ

エ

イ

族
か
ら
旋
を
つ
ゞ
げ
て
、
今
は
冬
の
諾

威
を
訪
れ
、
ほ
ん
と
う
に
北
回
ら
し
い
氣

分
の
幾
日
か
を
過
し
て
ゐ
る
。
二
三
日
ホ

ル
メ
ン
コ
ル
レ
ン
に
行
つ
て
久
振
り
で
ス

キ
ー
を
築
し
ん
だ
。
流
石
こ
ゝ
で
は
本
場

だ
け
に
韓
ん
で
ゐ
る
人
な
ど
な
い
の
で
閉

口
Ｌ
て
ゐ
る
。
降
誕
祭
頃
に
は
こ
の
邊
は

ス
キ
ー
ヤ
ー
で

一
杯
に
な
る
さ
う
だ
。
こ

れ
か
ら
南
獨
逸
を
経
て
ナ
ー
ス
ト
リ
ー
ヘ

リ
く
。
　
　
　
一
九
二
〇
上

二
上

六

諾
威
・
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
レ
ン
に
て

大
島
永
明

編

韓

後

記

今
年
は
是
非
．
此
の
會
報
を
立
派
な
も
の

に
育
て
上
げ
た
い
も
の
と
思
つ
て
あ
る
。

七
百
名
の
會
員
を
持
つ
日
本
山
岳
曾
の
會

報
が
、
こ
ん
な
内
容
で
は
心
細
い
と
思
ふ
。

地
方
在
住
の
含
員
が
多
い
の
だ
か
ら
、
も

つ
と
も
つ
と
、
地
方
色
の
あ
る
投
稿
が
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
非
常
な
勢
で
伸
び
つ

ヽ
あ
る
日
本
の
山
岳
界
だ
。
今
少
し
此
の

會
報
の
上
に
ｂ
そ
の
勢
が
反
映
し
て
来
な

く
て
は
嘘
だ
。

そ
れ
と
も
事
賛
は
、
日
本
の
山
岳
界
は

唯
そ
の
外
形
を
廣
げ
た
丈
で
、
そ
の
内
容

に
於
て
未
だ
に
何
も
の
を
も
有
し
な
い
の

か
し
ら
。
此
の
疑
間
を
提
出
し
て
置
か
う
。

戯
肺
躁
焔
　
　
浦
松
佐
美
太
郎

東
京
市
芝
屁
琴
平
町

一

不
二
屋
ビ
ル

曖

行

所

　

日

本

山

岳

會

(刷印堂明開)

昭
和
六
年
二
月
十
八
日
Ｅｌ‐
刷

昭
和
六
年
二
月
二
十
日
昴
行

美津濃
'ス
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大 阪

東 京

膊.戸

淀 屋 橋

小 川 町

元 町 通

名古屋

京 都

大阪南

大須門前

四 條 通

日 本 橋

曲
辰

一
一
■
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「

華
一
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■
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r

及 全

び 國

各
百
貨
店
。
食

料
品
店

一
流

槃

局

に
あ
り
ま
す

ウ

イ

ン
タ

ー

ス

ポ

ー

ツ

濃

讃
●
▼
▼
●

無
く
て
は
な
ら
ぬ
件
侶
―
―

タ
ヱ
カ
‥

オ
ー
ツ

―

身
膿

を
何
時
も
丈

夫

に

ヽ ゝ

置

有̈
恒

氏

は
、
旅
行
に
は
必
す
ク
ヱ
カ
ー

オ
ー
ツ
を
件
侶
ざ
さ
れ
、

絶
て
の
登
山
愛
好
者

に
之
と
推
奨
さ
れ
ま
す
。

滋
養
に
な
り
、
身
体
を
張
健
に
す
る
食
物
ざ
し
て

タ

ニ

カ

ー

オ

ー

ツ

は

正

に
天

下

無

敵

！

タ
ヱ
カ
ー

オ
ー
ツ
は
歴
縮
し
て
塞
氣
を
断
つ
た
鍵
に
入
り
、
絶
封
に
人
手
に
鯛

れ
て
を
り
ま

せ
ん
、
携
帯
に
至
極
便
利
で
、
長
い
険
岨
な
旅
行
に
も
、
苦
労
な
く
御
持
参
出
来
ま
す
。
簡
調
理

も
極
く
簡
軍
で
ク
イ
ツ
タ

タ
エ
カ
ー
は
僅
々
三
分
牛
で
調
理
出
来
ま
す
。

経
獅
ク
ヱ
カ
ー
オ

ｎ
Ｈ
Ｈ
Ｕ

0ヽ″

ノ

詳
細

ｌｔ
弊
祗

の
小

冊
子

を
御

一
讀
下

さ

い
。

大

阪

市

申

央

郵

便

局

私

書

画

第

十

一
琥

タ

ニ
カ
ロ

オ

ロ

ツ

會

難

Ｙ
Ｔ

係

へ
御

申

込

の
方

に
に
小

冊
子
無
代

進

暑
致

し
ま
す

YT-1
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